観光情報としての「地域の自然の知識」の再構成による保育内容／小学校生活科の素材づくりの視点 : 保幼小連携を視野に入れた保育者養成教育に向けて by 矢島 毅昌 & Takaaki YAJIMA



































矢 島 毅 昌
(保育学科)
A Perspective on Making Educational Materials for Living Environment Studies in Elementary School
Curriculums through Reconstruction of the Tourism Content "Knowledge of Local Natural and Cultural
Resources" : for Nursery School and Kindergarten Teacher Education within a Connected Curriculum
from Preschool to Elementary School
Takaaki YAJIMA
キーワード：養成教育 Teacher Education
地域資源 Local Natural and Cultural Resources













で､ むしろ ｢いわば〈地元を捨てさせる教育〉｣ の
方が中心となる (岩崎・高野 2010, pp.21-25) こ
とが一般的である状況を考慮すると､ 地元を考える
うえで有用な情報が豊富に存在すること自体は非常
に恵まれていると言えよう｡ ただし ｢観光｣ とは､
橋本和也の定義では ｢(観光者にとっての) 異郷に
おいて､ よく知られているものを､ ほんの少し､ 一
時的な楽しみとして､ 売買すること｣､ その ｢一時
的な楽しみ｣ を､ ｢本来の文脈から切り離され､ 集
められて､ あらたな 『観光文化』 を形成する｣ もの
(橋本1999, p.12) である｡ このような側面に着目







もない｣ と言わないことだと説く (吉本 2008, p.1































る｣ (同上, p.125) と論じられている｡
もちろん保育で重要なのは､ 必ずしも身近な物や








































させる ｢コーディング (coding)｣､ 複雑な知覚の
フィールドにおける特定の現象に一定のやり方で標
識を付することでそれを際立たせる ｢ハイライティ
ング (highlighting)｣､ そして ｢物的表象の産出と
分節化 (producing and articulating material re
presentations)｣ という三つの実践を挙げている





















2011, p.３)｡ 昭和30年代から30年程度の間に ｢湖
岸には道路がつけられ､ 浅瀬やアシ原が次々と埋め




























上がらせ ｢図と地｣ をつくること､ それを周囲の市
街地から切り離した風景として提示することが実践































































まず ｢大きさ､ 美しさ､ 不思議さに心を動かされる


























































































す｣ (同上, p.23) という記述である｡ ｢園外保育で
の散歩｣ において､ ｢あるもの探し｣ と同様の姿勢
が重要であることが窺えよう｡
続いて､ 近年の実践者向けテキスト 『まるごと園































地域で評判の ｢満開のサクラ｣ や ｢色づいたイチョ
ウ｣ があれば､ 誰もがそこに興味・関心を向けるだ
ろう｡ それが自治体の指定した天然記念物や地域の
































永田成文・別府志保 (2007) は､ 野田敦敬らの







表１ 永田・別府 (2007) p.154
[野田他 (2005) p.102, pp.108-109より作成]
各項目の調査結果４)を見ると､ 全19項目のうちで
最も心に残っている ｢植物の栽培｣ を筆頭に､ ｢生





校探検｣ (２位) と ｢学校周辺の探検｣ (３位) に比
－ 123 －
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べて ｢町探検｣ (10位) は６割程度の回答にとどま
る｡ また､ 町に出かけていく必要のある ｢公共施設

















する活動である ｢町探検｣ は､ 自分と自然とのかか
わりに関する活動と比べて評価が低い｡ だが､ あら
ためて自分と自然とのかかわりに関する活動の各項
目を比較すると､ ｢季節の変化｣ (９位) と ｢地域の






















事｣ とは､ 市販の解説書である 『平成20年版 小学
校新学習指導要領 ポイントと授業づくり 生活』
















































































とした ｢幼稚園等の散歩活動｣ と ｢小学校生活科
のまち探検活動｣ を比較して､ 保幼小の接続・連
携について効果的と思われる視点を明らかにする
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